20110522　1部礼拝

なぜ泣いて誰を探すのか(ヨハネ20:11-16）

ありえない不思議なことが起きてしまいました。それがイエスの復活です。しかし、唯一、神のみことばである聖書に、そのように復活なさると記され、預言されていたのですが、聖書のとおりに死者の中から３日目によみがえられて復活なさったということです。イエスさまは復活なさいました。それは、私たちが持っている、今まで、抱えているどんな枠でも、その枠に当てはまらない、ありえないことなのに、それが預言どおり、実際に起きてしまいました。ですから、イエスの復活は、その復活の信仰をもって、イエスの復活の前で、今まで私たち地球が、人類が、一人一人が抱えていたすべての枠が全部、崩れ落ちる、そのようなできごとなのです。今日、そのイエスさまの復活の場面が記されている聖書をとおして、ぜひ、復活の祝福を自分のものとして味わうクリスチャンになっていただきたいと願います。
イエスさまが死なれて、お墓の中に葬られた後、そのイエスさまの死体に香油でも塗って、死体が守られるようにという思いで、マリヤという人が、その墓を訪ねました。すると、墓をふさいでいた大きな石が、横に転がっていました。その石とは、日本や韓国のお墓のようなものではなく、大きな洞窟みたいなものに、石のドアでふさいでいたのです。しかも、ローマの兵隊が、そこにステッカーみたいなものを貼り、だれかが盗まないようにしていたのです。人が一人か二人くらいで転がすことができるようなものではなかったのです。でも、そのお墓が開いていて、びっくりして中をのぞいてみたら、イエスさまの死体を巻いていた包帯が、巻いたままの状態で中の体だけが抜けたような感じで置いてありました。それから、顔の部分を巻いてあったものは、別のところにきちんと畳んでありました。それで、その光景を見たマリヤという女性がびっくりして、「私たちの主、イエスの死体が、無くなった。盗まれた。だれがこんないたずらをしたのか」と悲しくて、悲しくて、泣いていました。泣きながら、もう一度、お墓の中をのぞきこんでみると、そこに白い衣を着ている天使が二人座って「なぜ泣いているのか。イエスはよみがえられたのだよ。聖書にそう書いてあるのではないか」と、（今日の聖書の箇所には書いてありませんが）言ったのです。それを聞いてマリヤが後ろを振り向いたところ、だれかが立っていて、「マリヤ、なぜ泣いているのか、今、いったい、だれを探しているのか」と聞いたときに、お墓の管理人かと思い、「もしかして、あなたが、死体をどこかに運んだのですか。教えてください。私がきちんと引き取りますから」と言った時に、イエスさまはもう一度「マリヤ」と呼びました。そのときに、はっと気づいたのです。「ラボニ。主よ」と、マリヤがイエスさまのことに気づいて呼んだわけです。
イエスさまが復活なさったということは、絶対にありえないことなのに起きてしまいました。それゆえ、普通の感覚では理解できないし、なかなか受け入れることができないかもしれません。しかし、イエスが復活なさったのに、そのことがわかってないときには、マリヤのように泣くしかないのです。また、そのイエスさまをどこかで探すようになるしかありません。それに対して、よみがえられた、復活なさいましたイエスさまが、泣いているマリヤに向かって、このようにおっしゃいました。「マリヤ、なぜ泣いているのか」。今日、礼拝をささげている私たちに向かって、そして、よみがえられたイエスは全人類に向かって、今もおっしゃっています。「なぜ泣いているのか。だれを探しているのか」。その復活のイエスさまの御声をみなさん一人一人がぜひ、聞いていただきたいと思います。
1． なぜ泣いているのか
イエスは復活なさいました。その復活のイエスが私たちに向かって、このようにおっしゃっています。「あなたはなぜ泣いているのか。なぜ悲しんでいるのか。もう泣くのはやめなさい。もう悲しむのはやめないさい」と。私たちがこの人生を歩いていくときに、私たちを泣かせるもの、悲しませるものはいくらでもあります。ときには、思いを寄せていた人から裏切られて、あるいは失恋することによって泣いてしまう場合もあります。普通の感覚では、今までの常識や、今までの私たちの基準や枠から見たときには、泣くしかありません。泣くのが当然で当たり前かもしれません。悲しむのが当然で当たり前かもしれません。ときには本当に家族のだれかにいじめられ、家族のだれかによって、悲しませられるときがあるのです。他人でもない家族からそのようにされたときに、普通に今までの私たちの感覚では泣くしかありません。悲しむのが当然ではないでしょうか。
１）もう悲しむのはやめて
　それに向かって復活のイエスがおっしゃいます。「もう悲しむのはやめなさい。泣くのはやめなさい。今まではそうだったのかもしれません。今まではそれが当然だったのかもしれません。しかし、今は違います。ありえないことが起きました。イエスは復活なさったので、泣かないように、悲しまないようにしてください」。これが復活のイエスさまが、私たち人に向かって語っていらっしゃる言葉です。普通、私たちにはいろいろな慰めの言葉、励ましの言葉があるかもしれません。でも、それはある意味では成り立たないかもしれません。大震災に遭って、いろいろな励ましの言葉をもって「もう泣くのはやめなさいよ」と言っても、本当にそれが慰めになるのでしょうか。本当にそれが当てはまるのでしょうか。よくよく考えてみると、前後、合わないのです。しかし、私たちは言います。私たちはそれを言わないといけないし、また、聞かないといけません。理由は一つなのです。普通に、常識的に、今までどおりにとなると、悲しんで泣くしかありません。十分、理由があるでしょう。わけがあるでしょう。でも、そのすべてが全部、崩れるわけです。マリヤが今泣くのは当然なのです。けれども、イエスさまはおっしゃっています。「なぜ泣いているのか。泣くのを、悲しむのをやめなさい。わたしは復活した。イエスがよみがえられたのだから」。すべての常識をくつがえしてしまう復活の主ですから、今までの何かに捕らわれてはいけません。泣くのはやめなさい。悲しむのはやめなさい。何がみなさんを悲しませているのでしょうか。人、それぞれ、いろいろあるでしょう。ときには突然、病気を宣告されて病魔に襲われるときもあります。それで、普通だったら悲しむしかないでしょう。涙を流すしかありません。しかし、もう、そのような枠、常識は、復活のイエスの前では通用しません。これは冷たい人間になるとか、そのような意味ではありません。他の人はある意味では理解できないかもしれません。イエスは復活なさったので、ありえないことが起きたので、「やめなさい。泣かなくてもいい。悲しまなくてもいい。イエスがよみがえられたのだから」とおっしゃいました。逆に言うと、イエスがよみがえられたということに気づいていない、また、それを忘れているか、それをわかっていない、信じられないときには泣くしかありません。だから、泣くわけです。だから、悲しむわけです。だから、恨むわけです。
２）もう恨むのはやめて
もう人を恨むこと、人を憎むことをやめなさい。それができるでしょうか。もう憎むしかないのではないでしょうか。恨むしかないのではないでしょうか。この間も、どこかの中学生が殺されました。犯人は物的証拠が一切なく、状況証拠だけで無期懲役になりました。最初の判例だという話を聞きましたが、そのとき、弁護士側は、これは証拠もないから控訴すると言いました。でも被害者の親は、無期懲役が理解できない、納得できないわけです。なぜ死刑にならないのかと。その親の気持ちは十分わかります。それが悪いとかそのような意味ではありません。それが正しいかもしれません。法律によって、人間の感情から考えたときには、それが常識で当たり前かもしれません。しかし、それはだれにでも役に立つものではありません。両方とも滅ぼされるだけのことなのです。でも、人間には仕方がありません。イエスはよみがえられたので、それでも恨むことはやめなさい。恨まなくてもいいし、憎まなくてもいいのです。私たちは心の中に、小さいころの親に対しての、親からされたさまざまなことに対しての傷や、いろいろな憎しみ、だれかに対してのそういう思いや、何かのせい、だれかのせいという思いが、私たちの中に固まっていて、自分ではときには気づかないほど、無意識の中に入っているかもしれません。それによって、いつも、私たちの思いや感情などがコントロールされているかもしれません。その中で一番怖いのは、「それはどうしようもない。当たり前じゃないか。しょうがないじゃないか。どうしようというのか」という思いなのです。それが当然ではないのか。悪いか良いかは別にして、人から害を受けたので、恨むのは当然ではないか、それ以上はありません。世の中のルールや、枠の中にはそれ以上はありません。だから、今までは仕方なかったかもしれません。イエスがありえない復活の主になりました。ですから、恨むのはやめなさい。憎むのはやめなさい。過去に捕らわれて、自分の心をいじめ、自分自身をいじめることはやめなさい。
３）もう恐れるのはやめて
私たちが人生を歩いているうちに、恐れるしかない、いろいろな不安や要素があります。恐れるしかないでしょう。自分の弱さも恐れる理由の一つなります。まわりのいろいろな人を見たときに、いろいろな社会の状況を見たときにも恐ろしくなるしかない、そのような状況があるかもしれません。今の世界の情勢を見ると、日本は安全だと思っていたのに、その神話も全部崩れて、今現在、戦争の真っ最中、まっただ中にいる国々は、それを肌で感じているのではないでしょうか。だから、恐れるしかない。それが、仕方がない、当たり前ではないでしょうか。それに対して、いくら今までそれが当然で、当たり前だったとしても、イエスが復活なさったので、復活のイエスがおっしゃっています。「恐れるのはやめなさい。恐れなくてもいい」と。特にクリスチャンの私たちには言うまでもないでしょう。「あなたがたは世において、さまざまな患難に遭うようになるでしょう。しかし、恐れることはありません。わたしはもうすでに世に勝っています」と復活の主が言われました。恐れの中で、一番の恐怖はなんでしょう。死の恐怖ではないでしょうか。その死の力を打ち破って勝利なさったので、恐れないように、不安にならないように。特にクリスチャンの私たちは、いつか一度は死にます。でも、いつ死んでも、死そのものを怖がってはいけません。クリスチャンの私たちには、死の意味そのもの全部、ひっくり返されて別のものになっているのです。それなのに、見事に私たちは、不安、恐れにやられて、クリスチャンでありながらも、その祝福を逃しつつ歩いているのではないでしょうか。「なぜマリヤ、泣いているのか」とよみがえられたイエスがおっしゃっています。その復活のイエスの御声を、ぜひ、聞き入れていただきたいと思います。
４）以前の枠を捨てなさい

　今までイエス・キリストを信じるまで、イエス・キリストの復活が何かがわかる以前に、私たちにあったすべての枠、すべての基準などを全部、捨てるようにしてください。それは邪魔なのです。全部捨ててください。それに当てはまらない復活が起きたのです。ですから、正しいかどうかという次元を上回る話で、それがクリスチャンの信仰なのです。それなのに、なぜ神様の答えを味わえないまま、無気力で、力がないクリスチャンになるのでしょうか。マリヤのように泣きっぱなしになるのでしょうか。イエスが復活なさった、この信仰を持っていないからです。これにまだ気づいていないからです。それがなにを意味するのかがわかっていないので、その結果、全部、崩れるべき、捨てるべき以前の枠、以前の基準が、いまだに力がその人に発揮しているからなのです。それに捕らわれてアップアップしているから、悲しまなくていいこと悲しんで、捕らわれなくてもいいことなのに、捕らわれるようになるしかありません。イエスは復活なさいました。そのイエスさまが、もう一つ、マリヤに語っています。
2． だれを探しているのか
だれを探しているのか。どういう意味でしょうか。今、マリヤはだれを探しているのでしょう。イエスを探しているのです。イエスさまは、「イエスを探すのはやめなさい」と言いました。これはイエスさまを求めることをやめなさいという意味ではありません。今、イエスを探しているマリヤに向かって、よみがえられたイエスが「なぜイエスを探しているのか。だれを探しているのか」と語っていらっしゃいます。なぜ、イエスを探しているのでしょうか。イエスが復活なさったということがわかっていないからです。
１）なぜお墓の中で
それで、まずは、お墓の中からイエスを探しているのです。その意味なのです。イエスはおっしゃいました。「なぜ、お墓の中でイエスを探しているのか。イエスはお墓の中に横になって、お墓の中に閉じ込められて動けないというイエスではないのに、なぜ、イエスをお墓の中で探しているのか」と。それはイエスさまのことを信じる、知っていると言いながらも誤解しているのです。イエスさまのことを正しくわかっていない、勘違いしているということに対しての指摘なのです。多くのクリスチャンが、また世の中の人々がイエスは四大聖人の一人だとか、イエスはエレミヤのような預言者の一人だとか、イエスはエリヤのように奇跡を現す方ですと、イエスのことを語りながらもイエスを誤解して、勘違いしているのです。なぜなのでしょうか。イエスが、よみがえられた、復活なさったということをわかっていないので、そうすると、お墓の中からイエスを探すわけです。お墓の中に閉じ込められているようなイエスではありません。イエスはそれほど無気力で、無能な方ではないのです。私たちはいつも、私たちが信じて、理解しているイエスは自分自身にとって、どういう方でしょうか。もしかしてイエスに対して、勘違いして、誤解しているのではないでしょうか。何を見たのか、どのような経験をしたのか、親のどのような信仰のカラーを見たのかわかりませんが、それがすべてであり、正解ではありません。イエスはよみがえられました。イエスは死の力を打ち破って、死の力に捕らわれていることができない神様ご自身なので、よみがえられて、復活なさいました。すべての問題を全部葬ることができる方であります。けれども、復活のイエスをわかっていないと、イエスをお墓の中で探してしまうのです。だれを探しているのか。なぜお墓の中で探しているのか。多くのクリスチャンが、残念ながらイエスをいまだに二千年前にガリラヤの川岸をサンダルを履いて歩いているイエスのように勘違いしているのです。イエスはよみがえられて、すべてを終えられて、今、天に昇られ、聖霊をとおして世界の福音化を進めていらっしゃる、成し遂げていらっしゃる方です。勝利の主であり、万軍の主であります。それなのに、イエスをお墓の中から探しているのです。みなさんにとってイエスはちっぽけな方ではないでしょうか。イエスはビル・ゲイツより小さく見える方なのでしょうか。
２）もう探し求めるのはやめて
だれを探しているのか。どこで探しているのか。その質問が今言われているわけです。そして、復活のイエスがだれを探しているのかと、そのマリヤに語っていらっしゃるのはマリヤがイエスさまを探しているということ自体がおかしい、間違いと言うことなのです。イエスはどこか探し回るような必要がある方ではありません。よみがえられたので。復活なさったので。マリヤはイエスがどこかに運ばれたと、隠れていると、だれかが盗んだと思いました。イエスは盗まれたわけでもない、隠れているわけでもない、どこか身を隠しているわけでもありません。イエスはよみがえられて、今、そこにいらっしゃるのです。そういう意味で、「だれを探しているのか。なぜイエスを探しているのか。イエスはあなたのすぐ後ろ、そこにいるのではないか。もうこれ以上、イエスを探してさまよい続ける、そのさまよいをやめなさい。終わりにしなさい」と言っているのです。多くのクリスチャンが、素晴らしい説教をしているところに行けばイエスがいるかと思ったり、山の奥に行けばイエスがいるかと思ったり、イエスを探して、イエスを信じると言いながらも、イエスを探して探して、ときには死ぬ時までイエスが見つからないのか、そのままで死んでしまうこともあります。もうイエスを探して探してどこかに行くのはやめなさい。イエスは今、あなたと一緒にいるのです。それがイエスの復活なのです。ここじゃないとだめ、あの先生じゃないとだめ、あの教会じゃないとダメというのは、まだ幼稚なレベルなのです。「マリヤ、復活のイエスが後ろに立っています。マリヤ、だれを探しているのか。ここにいるのではないか。どこで探しているのか。もうやめなさい」おっしゃられました。
３）どんな過去、問題、事柄、人でも
多くのクリスチャンが、イエスさまのことを、自分勝手に制限しているのです。イエスはよみがえられたので、どんな問題が起きても、問題の前でも、イエスはそこにいらっしゃいます。けれども、多くのクリスチャンが残念ながら、何かの問題が起きるとイエスがどこかに隠れてしまうのです。イエスはどこかへ行ってしまい、イエスは見えないし、いないのです。そして、何かのできごとが起きたり、だれか変な人がいたりすると、イエスが見えなくなるのです。目の前に紅海が、ヨルダン川があふれていると、そればかり見えて、イエスがどこかに消えてしまうのです。
４）イエスを制限しないように
そのように、どんな問題、どのような過去、どんなできごと、どんな人の前でも、イエスを制限しないでください。イエスは復活なさいました。イエスはそのすべてより大きい方なのです。イエスはそのすべてに勝る方で、今、そこにいらっしゃるのです。なぜでしょうか。よみがえられているので、生きていらっしゃるから。私たちが信じるイエスさまはお墓の中にいるイエスさまではありません。もちろん、十字架は大切なのですが、十字架にかけられているままのイエスさまではありません。ガリラヤを歩いていて、弟子たちと奇跡を起こしていた、そのイエスを信じているわけではありません。すべてを終えられて、よみがえられて勝利なさった、万軍の主、復活のイエスを信じているのです。イエスは復活なさいました。ありえないことが起きたので、あまりこの世の中に捕らわれないようにしてださい。それをすべてはるかに上回る次元、レベルの話なのです。もう、イエスを探して、人生の答えを探して、問題の解決を求めつつ、あちこち転々とするのは、もうやめなさい。イエスはよみがえられたのだから。問題があろうが無かろうが、そういう意味ではありません。問題が解決されたのか、形として解決になっていないのかなどとは関係ありません。もう、さまよいは終わりにしなさい。イエスは復活なさいました。答えがここにあるか、イエスがあそこにあるか、こっちにあるか、こっちにいるかではなくて、イエスはあなたと一緒に、今、そこにいらっしゃるのです。どこを見ているのですか。どこを探しているのですか。あなたがたは聖霊が宿っている神の神殿であることがわかっていないのかとおっしゃっているのです。
３．ラボニ！
それでマリヤが泣いてイエスさまのことを探して、いまだにさまよっていたそのときに、イエスのお話を聞き、振り向いて、その方がイエスだと、つまりイエスの復活、イエスが生きていらっしゃる、イエスが私と一緒にいるということに気づいたときに、今までの悲しみや涙、さまよって何かを求めていた、そのすべてがシャットアウト、終わりになって一言だけ「おお、ラボニ」と言いました。ヘブル語で「ラボニ」と言うのは「おお、イエスさま、おお、主よ」という意味です。管理人だと思っていたら、涙は止まらないのです。「その方、イエスは今、私と一緒にいるのに、私が気づいていませんでした。イエスはよみがえられたのに、私はお墓の中にいると勘違いしていたのですね」と、それに気づくことさえあれば良いのです。涙を流して悲しむのをやめて、どこか答えを求めて、平安を求めて、探し回るさまよいをすべてやめて、終わりにして、私たちクリスチャンがやるべきことは一つだけなのです。イエスはよみがえられたので「ラボニ。ラボニ」と呼ぶだけです。マリヤが管理人だと思っていたイエス、それに気づいて「ラボニ！」と言うときの、そのうれしさ、感激、驚き、それがクリスチャンの祝福なのです。
１）今、生きておられ、いつもともに
「ラボニ」とはどういう意味でしょうか。「ああ、知らなかった。生きていて、今、ここにいらっしゃるのですね」が「ラボニ」です。夢にもその言葉が聞こえるように。「ラボニ」。日本語、韓国語でなくても、だからこそ良かったのではないですか。インパクトがあって、覚えやすいし、イタリアの食べ物みたいな感じがするのですが。「ラボニ」とは「ああ、バカだったね。なんで泣いているの。なんで悲しんでいるの。なんで恨んでいるの。なんでさまよっているの。もう終わりにしよう。勘違いしていました。イエスよ、あなたは生きて今、私とともに、ここにいらっしゃいます」ということです。
２）信仰をもって存分に味わい
よみがえられたので、私たちに残されている課題は一つだけです。信仰をもって、目に見えないことなのですが、本当なのです。信仰をもって、どういう状況、どのような過去、どういう人の前、どういうできごとであっても変わらないで、存分に復活のイエスを味わうことだけが、私たちに残されているすべてです。それが「ラボニ」という意味なのです。ここに生きていて、私と一緒におられるのに、それを知らないで、不満と恨み、悲しみばかり、心配ばかりで、また、転々と探していたこともやめます。今、ここにいらっしゃるので、私は復活のイエスを見上げ、その復活のイエスを味わいます。それだけに専念します。それが「ラボニ」です。「ラボニ」が答えなのです。
３）イエスがキリストであることを
何を味わうのでしょうか。イエスが間違いなく、言われたとおりに本当にキリストであることを、私は存分に味わいます。それだけに専念します。イエスはキリストである、それを味わってください。それを楽しんでください。問題があろうが無かろうが、イエスは自分の人生のすべてを全部、解決しました。まだまだ問題があるのに･･･と言うでしょうか。そこには必ず答えがあります。問題ではありません。未来の問題まで全部、解決して問題はないのです。イエスがキリストであるというのは、そのイエスが道であり、祭司であり、預言者であり、王様であり、今、その方が私とともにおられるので、私が王のような祭司であり、私が預言者の特権が与えられたので、それを味わうということです。イエスがキリストであるというのは、聖霊充満の鍵であり、神の祝福が現れる鍵であり、サタンと暗やみと不信仰と呪いの力が打ち砕かれる力であり、それを味わいますということです。余計なことをごちゃごちゃ考えないで、ややこしく考えないで、イエスはよみがえられた、今までのすべての枠を全部、捨てて復活のイエスを、つまり、イエスがキリストであることを存分に、豊かに味わいましょう。もし、私たちに問題がある、何か間違いがあるとすれば、このことを味わうことがないのが問題なのです。みなさんが考えている問題が問題ではありません。
４）イエスの勝利と同行を
そして、イエスの勝利を味わいます。もう、すでに勝利なさいました。だから、私たちの戦いはすでに勝利した、それをもって戦うわけですから、勝利の確信をもって戦わなければなりません。これから戦って、勝利するか決まるわけではありません。霊的な戦いはすでに勝利が決まっているので、それを形として見るために戦うのです。だから、あきらめないようにしてください。コマーシャルで「あきらめないで」というのはがありますが、それは、すぐ限界が来てしまいます。昨日、新幹線で見たところによると、ある石鹸を使ったら小麦アレルギー反応がたくさん出て、その石鹸を回収しているようです。あきらめないでと言ったのに、そのように限界があるのが、世の中のものなのです。しかし、霊的な戦いは、キリストの御名によってします。それはもう勝利したものなので、あきらめてはいけません。モーセがパロ王に言ったときに、最初からギブアップして、「いいですよ」と言ったわけではありません。もっと暴れるわけです。どういう反応があろうが、サタンがどんなに暴れようが、状況が悪い方向に行くかのように見えたとしても、あきらめないで、もう勝利はすでに得られているものですから。その復活によるイエスの勝利と、よみがえられたので、今、私と、常に私と、いつまでも私とともに歩んでいらっしゃいます。そのイエスの同行を味わうということ、それが「ラボニ」です。ラボニは何か。「ハハーン、勘違いでした。捨てます。イエスが今、生きて私と一緒にいらっしゃるのに。だから私はその復活のイエスを味わいます。イエスがキリストであることを、イエスの勝利を、イエスの同行を味わいます」と。世の終わりまでいつもあなたがたとともにいますとおっしゃっています。それを味わうのです。あまり、みなさんの感情、みなさんの自己主張などをあまり強く持つというのは、もしかして、イエスの復活を信じていないからかもしれません。イエスの復活が信じられるようになれば、それが本当であれば、そういったすべてが全部崩れます。もう泣かないように。もう恨まないように。もう悲しまないように。怖がらないように。不安がらないように。もうさまよわないように。どこに行こうとしているのですか。どこで探そうとしているのでしょうか。そこにはありません。
結論

結論を申し上げましょう。サタンは今もいろいろなことを通して、イエスさまが見えないように邪魔をします。特に、今まで私たちが抱えて持っていたいろいろな基準や枠、それに私たちが閉じ込められて、復活のイエスが見えないように邪魔するのです。ですから、自分の中に、復活のイエスの前で、邪魔になる捨てるべき基準や枠は何なのか見つけ出して、それを捨てるようにしましょう。捨てるべき自分の中の枠は何でしょうか。それが正しいかどうかは関係ありません。復活はありえないことなのです。それから、復活のイエスのゆえに涙をやめて、笑う時を一日の中で必ず持ちましょう。悲しむことをやめて、イエスのために、イエスのゆえに笑うときを必ず持ちましょう。お笑い番組を見ながら笑うのではなく、イエスさまのことを覚えて、悲しんでいたものが、悲しむのをやめて笑うことができるときを、自分なりに必ず持ってください。それが健康にも良いのです。みなさん、人生すべてが明るくなるでしょう。それから、これからクリスチャンとして、どのような状況に遭遇しても、そこでまず状況を先に見ないで「ラボニ」しましょう。だから、とりあえず、みなさん、これから一日ずっと「ラボニ」。何かあったときに、考える前に「ラボニ」と、そのようにしていきましょう。復活のイエスの証拠、その力が、みなさんに実際に現れる一週間になるように祈りたいと思います。
〈お祈り〉

恵み深い天の父なる神様、ありがとうございます。イエスは死の力を打ち破って、私たちのすべての常識や基準、枠を全部乗り越えて、よみがえられて復活なさったことを、心から賛美申し上げます。私たちが今、信じるイエスさまは復活の主でありますので、これから、今まで私たちを捕えていたすべてを捨てて、勘違いを捨てて、悲しむのも、さまようのもやめて、「ラボニ」と感激のうちに「ラボニ」することができるように一人一人を祝福してください。今も明日もよみがえられた、今も生きていらっしゃる主が私とともにおられ、いつまでも離れることなく、伴われることを心からありがとうございます。味わうクリスチャンになるようにしてください。祈るクリスチャンにしてください。イエス・キリストの御名によってお祈りします。アーメン
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